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(1) 事務事業の目的と指標
① 活動の計画（活動の量・大きさ・規模等）

ア
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② 対象（事業は誰・何を対象にしているのかを記載）

ア
イ

③ 目標（この事業によって、対象をどうしたいのか記載）

ア
イ

(2) 指標・総事業費の推移
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その他
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財
源
内
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0

千円

事務事業の概要
（事務事業の内

容を記載）

１　事務事業概要
　現在、大宮コミュニティセンターは地域のコミュニティ施設として、大宮地区コミュニティ推進協議会の拠点として活躍し、生涯
学習事業についても、高齢者運動教室など多くの事業で利用されています。
　しかしながら、大宮コミュニティセンターは、１階に和式男用１箇所、女用３箇所、2階に和式男用１箇所、女用２箇所あり、唯
一の洋式トイレは、1階に多目的トイレとは言いがたいトイレが１箇所あるだけです。
　利用者の高齢化が進み、和式トイレでは用が困難との声が相次いでおり、高齢者運動教室など、大勢の人数が集まる事業
では、洋式トイレの数が少なく不便な状態となっています。
　また、近年は一般家庭に和式トイレがないことから、子どもたちが和式トイレを苦手としている話も聞きます。
　つきましては、老朽化が著しい施設ですが、大宮地区のコミュニティとして、今後継続的な利用が見込まれることから、１階男
用1箇所、女用2箇所、２階男用１箇所、女用１箇所、計５箇所のトイレを洋式化（ウォシュレット付）及び手摺を設置し、地域のコ
ミュニティ施設として、利用者の利便性の向上を図る。
　なお、設計書の作成を業務委託としたい。

２　概算事業費
　設計業務委託　500,000円
　トイレ洋式化改築工事　　550,000円/箇所×5箇所×1.1（消費税）＝3,025,000円≒3,000,000円
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３　事前評価結果 事前評価日： 平成 年 月 日

（1） 事前評価者として判断した今後の事業の方向性

１次案のまま採択 下記条件で採択 不採択 差し戻し

４　成果検証 事後(中間)評価日： 平成 年 月 日

（1） 評価結果（今後の方向性)

優(成果大) 良(良好) 可 不可(成果なし・中止・計画変更必要)

(2)　総評 (3)  指示事項

公
平
性
評
価

効
率
性
評
価

有
効
性
評
価

② 着手・実施の必要性

この事務事業をなぜ着手・実施しな
ければならないのか？先延ばしにで
きない理由は何か？

事業の内容は受益と負担との公
平性が考慮されているか？

③ 総事業費の算定根拠

算定にあたってコスト削減策を考え
たか？将来のコスト増要因に対して
対策が考えられているか？

目
的
妥
当
性
評
価

なぜこの事業を町が行わなければな
らないのですか？税金を投入して、
達成するものですか？

評価項目

④ 受益と負担との関係

301130

(3)指示事項(事務事業に関する指示、事後(中間)評価日程等)（2）採択条件

① 公共関与の妥当性
 適切

 見直し
 余地あり

 適切

 見直し
 余地あり

事前評価結果説明

今現在、不便さを訴える声が相次い
でいるため、早急な対応が望まれてい
る。

 適切

 見直し
 余地あり

 適切

 見直し
 余地あり

 適切

 見直し
 余地あり

事後評価結果実施後の状況

大宮コミュニティセンターは、町有財
産であり、今後継続的な利用が見込
まれるため。

 適切

 見直し
 余地あり

 適切

 見直し
 余地あり

全部のトイレを洋式化せず、必要最小
限の数とした。

大宮地区の町民の利用が想定される
が、船生地区は湧水の里しおやが兼
ねており、それと比べると不利益な状
態と思われる。玉生地区も洋式トイレ
は無いが、施設の方向性が不透明な
ため、考慮せず。

再評価対象事業

事務事業実施後
の概要

（実施しての効
果、受益者等の
反応、問題点、
課題等を記載）

 適切

 見直し
 余地あり


